















ども虐待防止学会（International Society for the Prevention of Child Abuse and
Neglect: ISPCAN）による報告書等（Krug et.al. eds. 2002; Dubowitz ed. 2014）に
おいて、この点は繰り返し指摘されてきたほか、学術研究においても、コービン
らの仕事に代表されるように、主に人類学の視点から議論の対象になってきた
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子ども虐待として通告される割合）が、白人系の家庭の子どもと比べて高いこと


































































































点（Child Abuse and Neglect: Cross-Cultural Perspectives）』（University of Cali-
fornia Press）を皮切りに多数の研究業績が積み重ねられているが、日本ではヘ
ルファらによる編著『虐待された子ども（The Battered Child）』の日本語翻訳
















































































































































































































































































































































意図的な行為 ……… Ⅰ ……… 意図的ではない行為
その行為が発生した地域において、




は国際的なコンセンサスを得ている ……… Ⅲ ………
その行為が虐待性を帯びているか否か
は国際的なコンセンサスを得ていない
個人によってなされる行為 ……… Ⅳ ……… 組織、政府、社会によってなされる行為
集団の中で子どもだけが苦しめられ




れる子どもに対する行為 ……… Ⅵ ………
未だ人格を有していると社会的にみ
なされていない子どもに対する行為
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